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 ［凡例］
1 書籍名／展覧会名
2 著者／出展者
3 論題
4 形態
5 構造的に分割されたもの
6 寸法（ミリメートル／幅╳高さ）
7 総頁
8 色
9 出版
10 印刷
11 完成
─
1 akira wakita

2 脇田 玲
3 美術／テクノロジー
4 書籍
5 自然言語㆐機械言語㆐画像
6 205╳363 mm

7 36+36 pp

8 4+1c

9 hiromiyoshii

10 ライブアートブックス
11 2019.9

─
1 Eri Takayanagi

2 髙柳恵里
3 美術／鑑賞
4 書籍
5 言葉㆐作品
6 210╳297 mm

7 134 pp

8 4c

9 TALION\GALLERY

10 サンエムカラー＋高速印刷
11 2017.3

─
1 ニューホライズン
2 二艘木洋行+平山昌尚
3 美術／絵画
4 書籍㆐展覧会
5 二人
6 216╳297 mm

7 28+28 pp

8 4c

9 TALION\GALLERY

10 高速印刷＋グラフィック
11 2018.10

─
1 ピーター・ドイグ展の記録
2 東京国立近代美術館
3 美術／記録
4 冊子
5 写真（休館中）｜タイムライン＋展覧会評｜写真（再開後）
6 210╳297 mm

7 100 pp

8 4c+1c

9 東京国立近代美術館
10 日本国内に約2万件あるコンビニエンスストアのネットプリント＋個人製本
11 2020.9

─
1 ちのかたち──建築的思考のプロトタイプとその応用
2 藤村龍至
3 建築／群れ
4 書籍
5 振り返り㆐過程㆐建築作品
6 128╳188 mm

7 458 pp

8 4c

9 TOTO出版
10 図書印刷
11 2018.8
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《1＝ Xxxxxxxxxxxxxx》2000年

刈谷悠三（非常勤講師）

内容を分解して、それぞれを異なる場所・
形式に定着することでさまざまなことが並走
していく書籍群。
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木村稔将 （非常勤講師）

ミヤギフトシが2012 年より継続的に取り組ん
でいるプロジェクト「American Boyf riend」
に関連する印刷物。
撮影＝ Gottingham
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《work shop｜hiroyuki arikawa》

佐久間 磨（非常勤講師）

number of  pages: 44p

type of  printing: of f -set+photocopy

size: 297×338mm
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《know-how》

佐久間 磨（非常勤講師）

number of  pages:46p+11p

type of  printing:of f -set

size:310mm ×252mm+137mm ×193mm
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Interview :  Kana Hashimoto

橋本佳那
2022年学部卒業
（株）バンダイ就職

卒業生インタビュー

《『 』》2021年／シルクスクリーン
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［Q1］　　  版画専攻を受験した理由を聞かせてください。あるいは
受験時に版画のイメージや興味関心はどのようなもの
でしたか？

　受験しようと思ったきっかけはデッサン試験で木炭が使えたから
です（笑）。もともと油画専攻志望だったのですが、版画の入試は木
炭デッサンも選べたので受けてみようと思いました。
　当時の版画のイメージは木版画が強かったです。それしか経験し
たことがなかったので……。

［Q2］　　  入学後、その版画のイメージ、興味関心は変化しました
か？学生時代はどのような作品を作っていましたか？

　版画のイメージは非常に変わりました。技法によって画の見え方
や自身の作風もかなり変わるので、一気にその魅力に惹き込まれ、奥
深さを感じました。
　学生時代は自分で撮影した写真を iPad 上でイラスト化し、それ
をデジタルプロセスを通じて、シルクスクリーンに製版し、印刷してい
ました。撮影する写真は、身の回りの情景や物、あるいは自宅でトカ
ゲを飼っていたので、爬虫類などの生き物をモチーフとしていました。
それらがイラスト化することで写真の生々しさが削がれ、かわいいイ
メージに変化させることを狙っていました。

［Q3］　　  橋本さんは大学院進学ではなく、企業に就職する道を選
んだのは何故ですか？ そしてそれはいつ頃ですか？

　現実的なことを言うと、学費の都合で院には通えないと分かってい
たので、入学する前から卒業後の進路は就職と決めていました。ま
た自分の興味を、社会に出てどのような仕事に繋げることができるか
にも早い時期から関心がありました。

［Q4］　　  大学時代は制作ばかりしていたわけですが、就職活動の
とき、どのように自己アピールしていきましたか？

　自己アピールのときは、制作する上でのコンセプトを中心に話しま
した。ただ、企業の方には大学で制作した版画作品は見せず、版画
作品の下絵にもなったデジタルイラストを作品として見せていました。
就職を決めた会社はキャラクターを扱うところなので、美術作品より
デジタルイラストの方が採用判断に有利に働くと思ったからです。
　あとは映画館のアルバイトでの接客経験もとても役立ちました。
当時、映画館に来るお客様から投票制で評価され、「スマイルアワー
ド」という賞を頂いたことがあり、そこで笑顔で人に接することの大
切さを知ることになりました。それを面接時のアピール材料にもし
ました。

［Q5］　　  希望の企業に入社できて、現在はどのようなお仕事に携
わっていますか？

　入社したばかりなので、現在はまだ研修中です。具体的な業務
はこれからになりますが、世界中の子どもたちやキャラクターファンの
方々に大きな夢と笑顔を届けることが出来る素敵な仕事なので、とて
も意欲に湧いています！

［Q6］　　  学生時代に学んだどのようなことが現在の仕事に活かさ
れそうですか？

　版画制作で培った色彩感覚や、デジタルツールを駆使するスキル
はこれからずっと役に立つと思っています。

［Q7］　　  これから会社でやっていきたいこと、挑戦したいことはあ
りますか？

　沢山あります！ アニメや漫画が大好きなのですが、同じファンの

方々には「これを待ってた！」と言って貰えるような商品を作って行
きたいです。また、あまりアニメなどに触れる機会のないお客様に
は興味をもっていただくきっかけになればと思ってます。キャラク
ターだけでなく、爬虫類や昆虫も大好きなので新しい形で商品化で
きたら良いなと思ってます。

［Q8］　　  就職を目指している後輩にアドバイスをお願いします。
　就職活動は決して簡単ではありません。しかし「自分には無理だ」
なんて思わず、本当にやりたいことを探してみてください。やりたい
ことを探すことが一番難しいと思いますが、飽きるほど自己分析を
繰り返したことで私は今があると思っています。困った時は自己分
析、エントリーシートは自己完結するのではなく、友人や先輩などに
必ず見てもらいましょう。面接はとにかく笑顔で！　どんな業界でも、
笑顔で話せる方は素敵に見えます！　頑張ってください！

就
職
し
よ
う
と
決
め
た
の
は
、

自
分
の
興
味
を
ど
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よ
う
な
仕
事
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か

早
い
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期
か
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心
が
あ
っ
た
か
ら
。
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4 年間の学び

2 年次1年次

近現代の美術表現の
多様なアプローチを学びながら、
プリントメディアの特質を理解する。

プリントメディア実技Ⅰ（2027年度より改称）

多様なメディアの特質を体験的に学びます。試行錯誤を伴
う実験的な制作を通じて、それぞれの表現の可能性を探り
ます。特質を体験的に学びます。

-版画（凸版／凹版／平版／孔版）
-写真
-映像
-デジタル
-アートブック

プリントメディア実技Ⅱ
版画4版種や写真の専門技法を本格的に学びます。併せて
デジタル技術やデザイン的思考の基礎を習得し、個人の問
題意識を表現へと展開します。

- 木版画基礎
- 銅版画基礎
-リトグラフ基礎
-シルクスクリーン基礎
-写真基礎
-デジタルプリンティング基礎（3 Dプリンター／リソグラフ／プロッター）

-グラフィックデザイン基礎
-製本実習

絵画総合Ⅱ 

「プリントメディア実技Ⅱ」で修得した技法を活かし、個々の問題意識に基
づいた実験的な制作を通して、プリントメディアの新たな可能性を探究し
ます。

・1つの版種ないしは複数の併用での版画制作
・版画と絵画、立体などとのミクストメディア制作

版画の歴史をたどり、印刷・出版技術として広まった版画が、どのように美
術表現として独自の領域を発展させてきたかを考察します。

●版画・プリントメディア概説

絵画総合  Ⅰ 

近現代の美術が何を問題にしてきたかを制作を通じて理解しながら、自分
の潜在的な可能性を探り、造形表現力、発想力、計画量など4年間の学び
に必要な基礎的な力を鍛えます。

・描画表現（ドローイング／細密描写）
・立体表現（オブジェ／ミクストメディア）
・編集表現（コラージュ／アッサンブラージュ）
・身体表現（パフォーマンス）
・関係性の構築（リレーショナルアート）

専門的な技術を学びながら、
1 年次で得た問題意識を
実験的に展 開し、各自の表 現を 探る。

学生自主プログラム
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3 年次 4年次

デザイン演習Ⅲ（選択授業）
3年次で学んだグラフィックデザインやアートブックの研究をさらに深め、
最終的に卒業制作カタログの企画から編集を行う実践的なデザインプロ
ジェクトを動かします。

プリントメディア実技Ⅲ
各版種の「専門技法研究領域」と「プリントメディア表現領
域」の課題クラスのいずれかを選択して、各自の表現を模
索し、展開します。

-専門技法研究領域
木版画クラス／銅版画クラス／リトグラフクラス／シルクスクリーンクラス 

-プリントメディア表現領域
写真クラス／ミクストメディアクラス／ Expanded printmakingクラス

●集中授業
・実験ワークショップ（アニメーション／映像／ 3Dプリンター）
・紙漉き実習／制作と言葉演習／展覧会企画

プリントメディア実技Ⅳ／卒業制作
教員ゼミの指導のもと、下の6つの工房から自由に工房を選
択し、各自の専門的な研究を深めます。

- 木版画工房
- 銅版画工房
-リトグラフ工房
-シルクスクリーン工房
-写真工房
-プリントメディア工房

デザイン演習Ⅰ（選択授業）
グラフィックデザインの考え方、基礎を学ぶ。

-イラストレーション研究
-グラフィックデザイン研究Ⅰ

デザイン演習Ⅱ（選択授業）
多様な本による表現研究、ブック企画をする。

-ブックアート研究

概説で得た歴史的知見や基礎概念を踏まえ、版画の特性がどのように現
代の表現へと拡張されてきたかを学びます。

●版画・プリントメディア特論

活躍するアーティストをゲストに招き、彼らの制作現場における版の可能
性について学びます。

●版画メディア論

プリントメディア表 現の
今日的な可 能 性を探りながら、
自身の表 現を展開する。

4 年間の集大成を作り上げる。
自分の位置を知り、
社会に発信する。

1・2年次では、絵画や彫刻、現代アートなど多様な芸術表現に触れながら、多様な版画・プ
リントメディアの技法と思考を学びます。広範な美術の文脈からプリントメディアの可能性を探り、
独自の表現の基盤を築く期間です。3年次ではさらに高度な専門技術と知識を修得し、アート
とデザインの垣根を越えて各自の表現テーマを発見・展開します。そして4年次には、美術史
や社会的・文化的な文脈を見据え、4年間の集大成となる作品を創り上げます。
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大学院修士課程  
版画・プリントメディア領域
多様な志望動機に沿った研究コース（テーマ）

版画の技術的な習熟ではなく、
版画・プリントメディアの
今日的な可能性を探るための大学院

1. 版画、写真を専門的、横断的に
研究し、プリントメディアの
今日的な可能性を研究

大学院絵画専攻・版画領域では、複製技術時代における
芸術表現の多様性とその可能性を踏まえながら、版画の高
度な専門的研究とともに、絵画、写真、アートブック、グラフィック
デザインなどの他領域との横断的な研究を発展させることを
通じて、新しい版画表現を確立することを目標としています。 

2. 多様なバックグラウンドに
対応した研究コース

版画領域で学ぶ大学院生たちは、学部での専門が多様で、
問題意識が異なるため、受験時に6つの研究テーマを設定
しています。各自の様 な々問題意識に応じて研究テーマを
選択してください。

3. 他メディアでの
制作実績があれば、
版画制作が未経験でも可能。

版画が未経験であっても、入学時前の絵画、立体、映像な
ど他メディアでの制作実績を版画に展開することも可能で
す。大学院進学後に学部で開講している版画基礎授業を
受講することができます。（ただし開講曜日が他授業と重複する場合
は受講を約束することはできません。）大学院の受験時では、版画
以外の制作物を前に、版画、写真にどのような可能性がある
のかをプレゼンテーションしてください。
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工房別専門領域

各工房メディアを主とし
た制作（平面に限らず、立
体表現、アートブックも含む）

複数版種の併用の場
合は主とする版種を研
究テーマとする

H-1

H-2

H-3

H-4

木版画表現

銅版画表現

リトグラフ表現

シルクスクリーン表現

写真表現：美術における写真、または写真との
関係における版画を研究

H-5

プリントメディア
拡大領域

版的アプローチによる絵画表現、立体表現、映像表現

デジタルによる版表現（デジタルプリント、プロッター、3Dプリンターなど）

印刷コピーによる表現（コラージュ、リソグラフ、コピーなど）

アートブック、ブックアート表現　※特定の版種にこだわらない

広義のプリント表現、または横断的な表現

H-6

大島

大矢

佐竹

古谷

H-1 木版画表現

H-2 銅版画表現

H-3 リトグラフ表現

H-4 シルクスクリーン表現

写真表現：美術における写真、
または写真との関係における版画を研究

H-5

プリントメディア拡大領域H-6

研究領域 研究テーマコード 担当

志望動機別・研究コース（テーマ）の選択

1つの版種を選択して、
専門的に制作したい。

多様なプリントメディアで
表現したい。

複数の版種、他メディアと
の併用で制作したい。

美術表現として
写真を考えたい。
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Interview :  KIM Dahye

キム・ダヘ
2025年大学院修了
版画家

卒業生インタビュー

《Pxxxx》2022 年／シルクスクリーンとアニメーションによるインスタレーション
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版画芸術の長い歴史を持ち、
最も先鋭的な国である日本で学びたいと思いました。
入学後、版画だけでなく、
それ以外の多様なアプローチを
知ることができて、とても視野が広がりました。

［Q1］　　  韓国にも美大は多くあると思いますが、なぜ日本に留学を
決めましたか？そして多摩美術大学版画専攻を選んだ理
由も教えて下さい。

　韓国のアートフェアに行ったときに、版画に興味を持ちました。当
時の私には、版画は単に印刷されただけのフラットなイメージしかあ
りませんでしたが、描いたような色の深さや表現の密度が感じられた
り、表面には立体的な表情があることも知りました。
　フェアで気になった作品は日本人の作家であることが多かった
ので、それ以来、日本の美術と美術大学を調べるようになりました。
その際、版画に関しては、日本が長い歴史を持った、最も先鋭的
な国だと知り、版画を学ぶために日本に留学することを決めまし
た。

［Q2］　　  入学を志望してからどのように受験準備を進めましたか？
　韓国と日本の美術大学の入試内容が異なると感じたので、韓国
で日本留学を専門とする予備校に通いました。高校生の時は、モ
チーフや人物を写実的に描くデッサンを中心に行っていましたが、
留学を決めてからは今まで積んできたその基礎力を活かしてさら
に多様な表現に挑戦しながら自分にしか描けない絵を描こうと努
力しました。 また、日本語を勉強するために日本語の塾にも通い
ました。

［Q3］　　  版画専攻に入学して良かったところはどのような点です
か？また、入学前とのギャップがあれば教えて下さい。

　版画専攻に入学して良かったことは、版画だけでなく写真や
アートブックなど様々な授業を同時に学ぶことができた点です。入
学前は伝統的な技法を中心にした版画を学びたいという気持ち
が大きかったので入学後、版画以外の色々な授業が多くて戸惑う
こともありました。しかし、そうした多様な美術のアプローチを知る
機会があったからこそ絵を描く視野が広がり、そこで学んだことを
組み合わせて応用できる力をつけることができたと感じます。

［Q4］　　  授業や学生生活での印象的な出来事はありますか？
　卒業制作展に向けての制作では、壁にイメージをシルクスクリー
ンで印刷して、そこにプロジェクターで映像を投影する作業をしまし
た。その時、同級生、後輩、助手さん、そして先生たちが遅い時間
まで一緒に残って手伝ってもらったことがとても嬉しく、印象的でし
た。皆、自分の仕事のようにたくさん手伝ってくれたので、この経験
は、私にとってこれからもずっと忘れることはできない思い出になる
ことでしょう。

［Q5］　　  キムさんは多摩美術大学版画専攻の大学院に進学します
ね。進学を決めた理由を教えて下さい。

　版画専攻で学生生活をスタートしたものの、新型コロナウイルス感
染症による登校制限などから、学ぶ時間が足りなかったと感じて、も
う少し学びたいという思いが強くありました。自分の研究したいこと
がようやく見えてきた頃にすでに卒業が近づいていたので、大学院
に進むことを決心しました。学生として学んでいく上で、先生たちと
の円滑なコミュニケーションだけでなく工房などの施設が充実してい
ることも重要なので、母校の大学院に進学を決めました。

［Q6］　　  修了後、どのような進路を考えていますか？日本と韓国、
どちらの国で活動しますか？

　修了後も引き続き制作活動を続けていくつもりですが、それが日
本と韓国のどちらの国になるかはまだわかりません。他の国に行く可
能性も考えています。

［Q８］　　  多摩美術大学版画専攻に入学希望の留学生へアドバイス
をお願いします！

　他人に左右されることなく自分のしたいことを表現することが大事
だと思います。また、私は最初、日本語が上手く話せず苦労したので、
入学後に先生と円滑なコミュニケーションを取るためにも、一生懸命
日本語の勉強するようにしましょう。
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卒業後の進路
版画は歴史的に美術、デザインを横断するような表現ジャンルであるた
め、その学びは他のジャンルと比べて非常に多岐に亘っていきます。学
部では多種多様なアプローチで自分の表現を考え、それをどのように社会
に発信していくかを学んでいくため、卒業生は作家、デザイナーだけでな
く、実に様 な々職業に就いています。

玩具・ゲーム・インターネットコンテンツ
　　  コナミデジタルエンタテインメント／サイバース

テップ／ SEGA／テクモ／バンダイナムコゲー
ムス／マトリックス／ユークス／任天堂／サン
エックス／あとらす二十一／ Aiming ／カヤッ
ク／サイバード／ Shed ／トライエース／レベ
ルファイブ／ CyDesignation

アニメーション・映像・舞台美術セット
　　  日本テレビ放送網株式会社／アド・コマーシャ

ル／シティビジョン／ WAVE ／日本ステージ
／インクルーズ／ブレインズカンパニー／ SCE

／シネアート／キャプラ／タノシナル／株式会
社ツインエンジン／株式会社ポリゴン・ピクチュ
アズ

広告
　　  オールスタッフ／スプーン／ディップ／ペンズ

／ＭＡＯ＆Ｃｏ

繊維・アパレル・ジュエリー
　　  ティファニー／ミキモト装身具／アズノウアズ／

ノーリッジインターナショナル／ブーフーウー／
フランドル／ジービー／アイデム／サロンジェ
／サンゲツ／ドリームフィールズ／和心／鎌倉
彫金工房

その他製造業
　　  帝国インキ／ TOO、コーエー／スプーキー・

グラフィック／アクア／浜工芸／望月製本所
／株式会社ウエマツ／株式会社さんこうどう
／株式会社タウンニュース社

その他サービス
　　  イケテイ／キンコーズ・ジャパン／ SABON 

Japan ／ジェネレーション・エックス／シミズオ
クト／寿々家コーポレーション／世界堂／綜合
舞台／ソフトバンク／鶴屋吉信／日新宣伝用
品社／東日本旅客鉄道／ピンゴルフジャパン
／深山／山崎表具店ベック／木下大サーカス

教員
　  東京都高等学校教員／神奈川県中学校教員
／埼玉県中学校教員／神奈川県小学校教員
／東京デザイナー学院／代々木アニメーション
学院

公務員・財団など
　  アダチ伝統木版画技術保存財団／海外青年協
力隊／神奈川県庁

作家、デザイナーだけでない多様な卒業後の進路
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出版物／企画

学生が制作した限定数（エディション）のある版画作
品を集め、一冊にまとめる出版プロジェクトです。
テーマの企画立案からレイアウト、デザインまでの
全工程を、学生自身が主体となって実践的に作り
上げます。

版画集エディション出版

3年次で学んだデザインの基礎を活かして、4年
間の集大成となる卒業制作作品のカタログを制作
します。企画から、実際の編集、ページ構成、デ
ザインまでを一貫して行う実践的なデザインプロ
ジェクトです。

卒業制作カタログ出版

第一線のデザイナー（24・25年度は西村祐一氏）を招
き、進級制作展 DM 制作を通じてグラフィックデ
ザインにおける「版」や印刷の可能性を探る実践
的な授業です。24年度は、大量生産の印刷物で
あるDMの表面にカーボン紙を貼るデザインを採
用しました。郵送の過程で表面に様々な痕跡が
刻まれることで、受け取る時には一枚一枚が異な
る「オリジナル」のDM へと変化するユニークな仕
組みを実践しています。

「グラフィックデザインにおける
 『版』を考える」授業プロジェクト
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木版工房
多摩美で開発された木版プレス機の他、
本バレン、ディスクバレン等、摺りに必要
な機材を完備しています。また各種道
具の他、油性インク、水性絵の具等を常
備し、あらゆる技法に対応出来る設備が
整っています。

銅版工房
電動、手動の大小プレス機数台が完備
されています。有機溶剤の揮発ガスを
室内から排除する換気ダクトや、大型の
紙湿し槽、自動目立て装置、銅版をカッ
トできるシャーリングなど充実した設備
で制作活動が可能です。

リトグラフ工房
仕切りのない広い空間に描画スペース、
印刷スペースが配置されています。リト
プレス機4台の他、木版プレス５台、銅
版プレス１台を有し、本学版画研究室独
自で開発された、様々なリトグラフ技法
が学べます。

シルクスクリーン工房
大型感光機と乾燥機を有する暗室と、
ワンマンの大型刷り台、バキューム式刷
り台、ライトテーブル式刷り台がある印刷
コーナーがあります。主な使用インクは
水性ですが、油性インク用に換気が完
備されている別室もあります。またデジ
タルからシルクスクリーンを制作するた
めに、PC 機器等が充実したプリントメ
ディア工房が隣接しています。

工房紹介
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日本の伝統的な手仕事である「和紙」の魅力を体験
できる紙漉き工房です。原料の処理から漉き、乾燥
までの本格的な工程を学ぶことができます。この工房
は日本画専攻との共通工房になります。

紙漉き工房
本学退職教員、卒業生の版画作品、アートブック作品
とともに、池田満寿夫など国内外の重要な版画作品、
資料がアーカイブされ、授業用のみで活用されていま
す。また研究室ライブラリーでは、注目されるアートブッ
ク作品を始め、絵画、版画、彫刻の画集、そして国内
外のアート雑誌を自由に閲覧することができます。

資料室／研究室ライブラリー
本専攻のある絵画棟に隣接する別棟では、木版画、
銅版画の専門的な制作に求められる諸々の加工の専
用室が設置されています。

木工室／金工室／腐食室

プリントメディア工房
（2026 年度から新設）
大小のインクジェットプリンター、リソグラ
フ、レーザーコピー機などのデジタルプリ
ント機器とともに、3Dプリンター、プロッ
ター、レーザー加工機などのデジタルファ
ブリケーション機器が充実しています。ま
た、アートブックを制作するための製本機
器や活版印刷機も設置されています。

写真工房
本専攻の写真工房はデジタルを主とし、
カラーマネージメントが設定されたモニ
ターと大小のインクジェットプリンター。ス
キャナーが完備されています。ストロボ
などが設置される複写スペースもありま
す。アナログのフィルム写真のプリント授
業は、本学共通のクリエイティブサポート
センター写真スタジオで行います。
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佐竹邦子（版画家）
古谷博子（版画家）

客員教授
秋山  伸（グラフィックデザイナー）
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